
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8706620005KK/20090708

( 科目コード：8706620005KK)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】[ 安全工学 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

藤重 昌生
鈴木 康弘
星 正敏
大澤 武克

【授業目標・教育方針】
実験・研究中の当事者あるいは産業システム管理者として、周囲の安全や環境に配慮することで付随して発生する災
害を回避することは重要となる。本講義では、化学物質や放射線の特性と安全確保の科学的知識を基にした安全対策
の考え方と対処方法、環境への対策、さらに作業員の健康に配慮した労働衛生法と安全対策について対応できる能力
を養う。

【授業概要】
・前段は、安全工学の概念と安全に対する一般的知識を、本校の「安全の手引き」を教材として講義する。また、災
害防止の原　則、解析、対策法等の教材にない部分については適宜資料を作成配布する。（担当：藤重）

　中盤以降は、産業界で活躍される各氏が、産業界に於ける安全と環境に対する安全などについて講義する。
・労働衛生について（大澤武克）
　労働衛生１　労働衛生関連法令等の内容解説、安全衛生組織体系
　労働衛生２　職場の環境管理、健康管理、労働現場に於ける災害事例を中心にその原因究明と安全衛生対策につ
　いて、講義する。
・化学薬品の取り扱い（鈴木康弘）
　危険物や火薬をはじめとする高エネルギー物質に対しての安全な取り扱いや評価方法について講義し、事故事例
　をもとに危険を回避するための注意点を講義する。
・化学薬品の取り扱い ( 藤重昌生 )
　高圧ガス、ボンベの安全な取り扱いと危険回避のための注意点を講義する。
・放射線の安全確保および環境への安全配慮など（星　正敏）
　微量で毒性が高い化学物質の管理方法は、国際的にも先行、一元化している「放射線、放射性同位元素の管理技
　法」について講義する。

【教科書・教材・参考書 等】
教材：安全の手引き：群馬工業高等専門学校安全のための手引き編集 WG
教材：プリントを配布

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
教室での講義
パワーポイント講義の場合もあるので、教室または視聴覚室等

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：[ 安全工学 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 安全工学の概念 安全工学の定義、災害とその分類 	 藤重
第 2 回 災害防止の基本原則 予防可能、災害損失と偶然性、原因継起、対策選定等 	 藤重
第 3 回 産業災害と相互関係 工場火災、爆発災害、工業中毒、労働災害等 	 藤重
第 4 回 安全のための薬品の取り扱い、

一般的心得とユーティリティに
関する事故防止

一般的実験室に於ける安全確保とガス、電気、水道な
どのユーティリティに関する事故の防止
毒物と劇物、およびその法的取り扱い方法 	

藤重

第 5 回 機械工作、運搬作業、高所作業
について
防災（地震、火災）と応急処置
について

化学以外に係わる事故防止と防災等について 藤重

第 6 回 労働衛生Ⅰ 労働衛生関連法等の内容解説と安全衛生組織体系 	 大澤
第 7 回 労働衛生Ⅱ 職場の環境管理、健康管理。労働現場に於ける災害事

例を中心にその原因究明と安全衛生対策
大澤

第 8 回 中間試験
第 9 回 薬品の取り扱いⅠ 危険物の安全な取り扱いやその判定方法 	 鈴木
第 10 回 薬品の取り扱いⅡ 火薬類を例に高エネルギー物質についての安全な取り

扱い方法、その評価方法
鈴木

第 11 回 薬品の取り扱いⅢ 事故例から安全な化学実験の方法、危険を回避するた
めの注意点

鈴木

第 12 回 薬品の取り扱いⅣ ガスの毒性と作業員の安全、および高圧ガス、ボンベ
等の取り扱い 	

藤重

第 13 回 放射線の安全性確保 放射線と放射性同位元素の安全性確保について (ICRP
の考え方など )	

星

第 14 回 化学物質の安全性確保 化学物質に係わる安全性の確保について (PRTR と
MSDS 等 )

星

第 15 回 環境への安全性確保 環境への安全性の配慮について（環境アセスメント、
ISO、土壌・地下水汚染など）

星
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